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Ａ．研究目的 

 新型コロナウイルス感染症（以下、コロナと

する）流行以降、様々な制限のある生活を子ど

もたちも長期間にわたって受けている。日本国

内でも多くの子どもや家族が、社会サービスと

の接点を失い、孤立し、ストレスを抱える結果

となった。家庭に閉じこもることによる虐待や、

子どもへの身体やメンタルヘルスへの悪影響

などが世界的に問題視されている。山梨大学に

おいて 1 回目の緊急事態宣言中に行ったウェ

ブ調査においても、平時の倍以上の保護者が不

安を抱えており、保護者の不安と子どもの心身

の不調の間に強い関連があることが示された。

緊急事態宣言が解除されて以降も、感染への恐

怖や、過剰な感染予防対策などにより、子ども

は日常生活の中でストレスにさらされている
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ことが推察される。 

 世界的に、コロナ対策による休校やロックダ

ウンが子どもの心身に与える悪影響について

指摘されているが、実態を明らかにした調査は

限られる。長期的に続くコロナ対策は、必ずし

も子どもを中心としたものではなく、子どもに

は多くの我慢や不安を強いることとなってい

ると考えられる。それらが長期的に続くことに

よる子どもへのストレスは計り知れず、長期に

わたるコロナ対策が継続されている生活にお

ける子どもとその保護者の状況を明らかにす

ることは非常に重要であると考えられる。 

本研究は、コロナ対策が継続される中で、子

どもとその保護者の生活状況、身体的、精神的

な状態を調査することで、感染症対策の長期的

な影響を把握することを目的とした。本稿では

子どもの調査結果について報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．対象者 

 環境省「子どもの健康と環境に関する全国調

査（エコチル調査）」において、甲信ユニット

センターで登録している参加者（子どもとその

保護者）4,017組を対象とした。 

 

２．実施方法 

 調査は郵送法とし、対象者へ依頼状、自記式

質問票（子ども用、保護者用）、返信用封筒、

謝礼を同封し配布した。 

 

３．調査内容 

 調査内容は以下の通りである（資料 1、2）。 

【子ども用】 

1） コロナについて困っていること 

2） 学校について 

3） 学校での様子について 

4） 学校でのコロナ対策で気になっているこ

と 

5） コロナで生活が変わった際の保護者の対

応について 

6） コロナで生活が変わった際の学校の先生

の対応について 

7） 最近 1週間の運動状況 

8） 最近 1週間のテレビやスマホ、ゲーム時間

について 

9） 最近 1週間の就寝時刻について 

10） 最近 1週間の起床時の眠さについて 

11） QOL について（ Kid-& Kiddo-KINDL 

Parents‘ Questionnare KINDLR 日本語版

で測定） 

12） 子どものことについての決め事の際

の大人の対応について 

13） コロナについて大人に伝えたいこと 

 

【保護者】 

1） 子どもとの関係 

2） 同居者の人数等について 

3） 勤務状況について 

4） パートナーの勤務状況について 

5） コロナの流行が始まった 2020 年 1 月以前

と比べた時のパートナーとの関係につい

て 

6） 悩み事や相談事の相談者について 

7） 回答者の周りの人間関係について 

8） コロナ流行前後の活動頻度について 

9） 家族や親戚、身近な人のコロナ感染者につ

いて 

10） 族や親戚、身近な人の農耕接触者につ

いて 

11） 健康状態と受診について 

12） 困りごとについて 

13） 心理的ストレスについて 

14） 最近 1週間の LINE、ゲーム、YouTube

などの利用状況について 
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15） 家族や学校での変化した生活につい

て対応について 

16） コロナ情報を入手する際の媒体につ

いて 

17） 子どものことについて 

 

（倫理面への配慮） 

本調査実施にあたり、山梨大学医学部倫理委

員会の承認を得て実施した（承認番号第 2324

号）。 

 

Ｃ．研究結果 

 4,017組に調査票を発送し、子ども 2,008人、

保護者 1,902人（きょうだいで参加している場

合、同じ保護者が回答している場合は保護者は

1名とカウント）、2,008組の回答が得られた。 

 子どもについての集計結果を次に示す。コロ

ナについて困っていることについては、「家族

がコロナにかかってしまうのが心配」78.9％、

「自分がコロナにかかってしまうのが心配」

75.7％と多くの子どもが心配していることが

分かった（図 1）。 

学校については、「行けて楽しい」と回答し

ている割合が最も高く 81.0％であったが、学

校に行くのが不安との回答も 11.1％に上った。

また、学校での様子については、「コロナ前と

比べると、遊びや勉強ができないことが、まあ

まあある」53.4％、「コロナ前と比べると、遊

びや勉強ができないことが多い」22.6％であり、

約 75％以上がコロナ前に比べて制限を受けて

いると感じていることが分かった（図 2、3）。 

コロナで生活が変わった際の保護者の対応

については、「なんでも分かり易く説明してく

れた」では「いつも」「たいてい」を合わせて

66.9％、「ぼく・わたしの気持ちを分かってく

れた」では 80.5％、「これからのこと（学校や

生活のことなど）について一緒に話し合ってく

れた」では 64.9％であった（図 4）。また、コ

ロナで生活が変わった際の学校の先生の対応

については、「なんでも分かり易く説明してく

れた」では「いつも」「たいてい」を合わせて

84.7％、「ぼく・わたしの気持ちを分かってく

れた」では 81.3％、「これからのこと（学校や

生活のことなど）について一緒に話し合ってく

れた」では 69.7％という結果であった（図 5）。 

最近 1週間のことについての質問では、コロ

ナ流行が少なくなった 2021年 9月～12月に比

べ、体を動かして遊んだ頻度は、「多い」36.9％、

「少ない」33.3％、「変わらない」29.3％とい

う結果であった（図 6）。1日のテレビやスマホ、

ゲームの使用状況については、「変わらない」

が最も多く 46.5％であり、「多い」と回答した

子どもも 41.2％と多く見られた（図 7）。また、

就寝時刻は 69.1％が「変わらない」と回答し

ていた（図 8）。そして、起床時に眠くて起き

られない状況についても 60.9％が変わらない

と回答していた（図 9）。 

子どもの QOLについては、Kid-& Kiddo-KINDL 

Parents’ Questionnare KINDLR 日本語版を用

い、スコアを算出した。スコアは 100点満点で

あり、総得点の平均は 77.0 点（SD±14.7）で

あった。また、身体的健康については 83.2 点

（±17.4）、精神的健康 84.7 点（±18.2）、自

尊感情 67.9 点（±25.1）、家族について 76.2

点（±18.6）、友人について 80.0（±18.8）、

学校生活 69.8点（±21.8）であった。 

コロナによって様々なことが変わり、子ども

のことを決める際、大人たちは子どもの気持ち

や考えをよく聞いていると思うか、については、

「とてもそう思う」51.2％、「まあまあそう思

う」32.3％と、約 80％以上が子どもの気持ち

や考えを聞いていると感じているという結果

であった（図 10）。 
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Ｄ．考察 

 今回、コロナ対策が継続される中で、子ども

とその保護者の生活状況、身体的、精神的な状

態を調査し、本稿では子どもの結果について示

した。 

 長引くコロナ対策が強いられる生活の中で、

子どもたちは自分や家族のコロナ感染につい

て多くの子どもたちが心配していることが分

かった。多くの子どもたちが学校へ行くことを

楽しいと感じていたが、約 10％の子どもたち

は学校へ行くことに不安感を感じており、学校

という集団生活の中での感染リスクを心配し

ている様子がうかがえた。そして、学校には行

っているが楽しくないと感じている子どもも

おり、その理由としては、コロナ対策により学

校でコロナ前のような遊びや勉強ができない

ことが関係しているのではないかと考えられ

た。そのようなストレス下において、すべての

子どもが十分な情報や感情的サポートを得ら

れていないことが示された。また、約半分は今

後の生活について保護者や先生と十分に話し

合えていなかった。子どもの QOL については、

Kid-& Kiddo-KINDL Parents’Questionnare 

KINDLR 日本語版が標準化された際のコロナ以

前の平時の結果 1）と比較すると、ほぼ同様の

スコアであった。しかし、スコアが低い子ども

や高い子どもなど様々であり、各々の要因につ

いてはより詳細な分析が必要である。 

 今回は、子どもの集計結果に留まったが、長

期にわたるコロナ対策で多くの制限が強いら

れ、コロナ前のような自由な日常生活、学校生

活が送ることができていない状況は、子どもの

QOL の低下に影響している可能性が考えられ

た。今後は保護者の集計や詳細な分析を行い、

子どもの QOLに関係する要因を分析し、コロナ

対策が続く中で必要な施策の検討や提案につ

なげてきたい。 

 

 

Ｅ．結論 

 今回、コロナ対策が継続される中で、子ども

とその保護者の生活状況、身体的、精神的な状

態を調査した。4,017組に調査票を発送し、子

ども 2,008人、保護者 1,902 人（きょうだいで

参加している場合、同じ保護者が回答している

場合は保護者は 1 名とカウント）、2,008 組の

回答が得られた。長期にわたるコロナ対策で多

くの制限が強いられている生活が続いている

ことは、子どもの QOLの低下に影響している可

能性が考えられた。 
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